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「
か
ご
し
ま
で 

元
気
・
ふ
れ

合
い
・
ゆ
め
噴
火
」を
大
会
テ
ー

マ
に
、
第
21
回
全
国
健
康
福
祉

祭
か
ご
し
ま
大
会
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８
」が
、

平
成
20
年
10
月
25
日
（
土
）
か

ら
28
日
（
火
）
ま
で
、
県
内
の

10
市
３
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
は
、
全

国
健
康
福
祉
祭
の
愛
称
で
、
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
生
き
が

い
づ
く
り
の
高
揚
な
ど
を
目
的

に
昭
和
63
年
に
ス
タ
ー
ト
。
健

康
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
健
康
づ
く
り
教

室
、
福
祉
・
生
き
が
い
関
連
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
文
化
交
流
会
や

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
健
康
・
福
祉

生
き
が
い
共
通
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
音
楽
文
化
祭
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

鹿
屋
市
で
は
、全
25
種
目
中
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
交
流

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
流
大
会
の
開
催
準
備
を
進
め

る
た
め
、
７
月
４
日
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
情
報
研
修
室
で
大

会
関
係
者
約
50
人
が
参
加
し

て
、
鹿
屋
市
実
行
委
員
会
設
立

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
で
は
、
山
下
市
長

が
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

選
手
や
そ
の
家
族
、
応
援
団
に
、

鹿
屋
で
思
い
出
を
作
っ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
訪
れ
た
い
と
思
え

る
大
会
を
目
指
し
て
、
市
民
や

関
係
者
等
が
一
体
と
な
っ
て
準

備
な
ど
、
誠
意
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た
第

１
回
目
の
総
会
で
、
事
業
計
画
、

予
算
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
高
齢
者
障
害
福
祉
課

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
１
６

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８ 

鹿
屋
市
実
行
委
員
会
設
立
総
会
を
開
催

　

市
で
は
、
市
街
地
の
公
共
施

設
や
病
院
、
商
店
街
な
ど
を

１
０
０
円
で
巡
回
す
る
市
街
地

巡
回
バ
ス
を
９
月
か
ら
運
行
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
バ
ス
が
市
民

の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
る
よ
う
な
愛
称
と
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

①
市
街
地
巡
回
バ
ス
の
愛
称

② 

市
街
地
巡
回
バ
ス
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク

●
応
募
資
格

　

 

本
市
に
居
住
す
る
人
又
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

●
応
募
方
法

　

 

応
募
用
紙
に
、
愛
称
（
ふ
り

が
な
）
又
は
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
、
そ
の
簡
単
な
説
明
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
又
は
直
接
持

参
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※ 

愛
称
あ
る
い
は
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
い
ず
れ
か
だ
け
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

※ 

応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
ほ
か
、
支
所
や
出
張

所
等
に
も
置
い
て
あ
り
ま

す
。

※ 

任
意
の
用
紙
で
も
応
募
で
き

ま
す
。

●
応
募
の
際
の
留
意
事
項

① 

採
用
作
品
の
権
利
は
、
鹿
屋 

市
に
帰
属
し
ま
す
。

② 

採
用
作
品
の
使
用
に
当
っ 

て
は
、
変
更
を
加
え
る
場
合 

が
あ
り
ま
す
。

③ 

応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま 

せ
ん
。

●
応
募
期
限

　

 

７
月
31
日
（
火
）

　

※
当
日
消
印
有
効

●
そ
の
他

　

 

採
用
作
品
の
応
募
者
（
各
1

人
、
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

に
は
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

市
街
地
巡
回
バ
ス
の
愛
称
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３
─８
５
０
１

　

 

鹿
屋
市
共
栄
町
20
番
1
号  

市
企
画
調
整
課

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
２
５

　

℻  
０
９
９
４
─42
─２
０
０
１

　

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

kikaku@
e-kanoya.net

　

ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ
は
、
鹿

児
島
県
で
は
錦
江
湾
の
み
に
生

息
す
る
エ
ビ
で
、
通
称
「
ア
カ

エ
ビ
」
又
は
「
甘
エ
ビ
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

名
前
の
と
お
り
、
ナ
ミ
ク
ダ

ヒ
ゲ
エ
ビ
に
は
４
本
の
管
ヒ
ゲ

が
あ
り
、
海
底
の
泥
に
潜
っ
た

時
に
、
そ
の
管
ヒ
ゲ
を
１
本
の

管
に
し
て
呼
吸
。
通
常
、
こ
の

エ
ビ
は
、
水
深
２
０
０
ｍ
前
後

の
砂
地
に
生
息
し
て
い
る
た
め
、

カ
ゴ
の
よ
う
な
網
を
船
で
引
っ

張
っ
て
魚
を
獲
る
小
型
底
び
き

網
漁
業
（
図
①
）
で
獲
り
ま
す
。

　

漁
獲
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌

年
の
５
月
ま
で
で
、
最
盛
期
は

７
月
か
ら
８
月
い
っ
ぱ
い
。
こ
の

間
、
体
長
12
㎝
か
ら
15
㎝
の
エ

ビ
が
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
産
卵
時
期
に
あ
た
る

６
月
の
間
は
禁
漁
で
す
。

　

現
在
、
鹿
屋
市
漁
業
協
同
組

合
で
は
、
８
経
営
体
が
ナ
ミ
ク

ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ
の
漁
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
上
品
な
甘
み
と
旨
み

が
一
度
に
味
わ
え
る
ナ
ミ
ク
ダ

ヒ
ゲ
エ
ビ
を
、
も
っ
と
多
く
の

人
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
関

船からの水揚げ風景

Interview
好きで始めた仕事、
体力が続く限り漁に出たい

森　誠 さん（52歳）
（古江町）

　漁師だった親の働く姿を見ていたら自然にこの仕事を始
めていました。そして、気が付けば37年経っています。
　ナミクダヒゲエビの漁は、仕掛けから網を巻き上げるま
で１時間30分程かかります。通常、この作業を４回行うた
め、１度漁にでると約６時間は帰れないです。底びき網漁
業は、網を巻き上げるまでどんな魚が獲れているのか分か
らないところが魅力。ヒラメや真鯛が入っているときもあ
るので、毎回期待をしながら網を巻き上げていますね。
　近年、燃料費の高騰や漁獲量の減など、厳しい環境の
中にありますが、好きで始めた仕事ですから、体力が続く
限りは漁に出たいですね。

インタビュー

水揚げされたばかりのナミク
ダヒゲエビ

大きさによって選別

ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ

ー 

県
内
で
は
、
錦
江
湾
の
み
に
生
息
ー

係
機
関
と
協
力
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
同
漁
業

市
場
内
で
も
、
朝
水
揚
げ
さ
れ

た
ば
か
り
の
新
鮮
な
ナ
ミ
ク
ダ

ヒ
ゲ
エ
ビ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

年
々
、
ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ
の

人
気
が
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
全

国
で
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
林
務
水
産
課

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
１
９

　

市
産
業
政
策
課

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
６
４

図①　小型底びき網漁業の仕組み。
　　　海底に住んでいるエビ類を獲ります。

かのや  と  再発見⑨
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鹿児島大会マスコット
「さくらじまん」


